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矢Mzjこの疑力､ら
在価値も大いに上るのだが、なか葱か患ようにはいかぬものである。と、右手上空手のとどくよ

うな近くをオオワシが飛んでいる。黄色い瞬がよく見える。おおきな圏をゆっくり羽はだき、王

者の風格で悠然と飛び去つだ。オジロワシもオオワシもとっくに来ていだのだ。これからも飛来

する数は多くなるはずである。知床は彼ら大鳥の－冬の居留の鰯を提供することになる。

ウトロの出□、切り通しの国道の下に降りてみると、木立ちの際のちょっと目につきにくい鰯

所に石碑を見つけだ。おもてに１首_うぐいすの窟を忘れし上り坂目朗一と刻まれている。

往時、ウトロから斜里方面に向うとき、どの海に突き出尼稜線を越えるには難儀したのかもしれ

ない。

切り通しを過ぎ岩礁に砕ける波と、潮騒を右に帰る。後方に知床連山がくっきりと映え、前方

には遇く裾野をぼかして藻琴山が優しけに横左わっていだ。
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露オホーツク知床の１２月馨
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１６Ｂ快晴、ウトロ方面に向かう。

除雪車が先行したのか路面の凹凸が均

さ札運転し易い。雪を被つだ広い耕地は

休眠に入っている｡峰浜の築落からは道

路はオホーツク海に近すぐ。この辺りが

知床国立公園の基部である。道路沿いの

カシワナラの嬢林は枯葉をしっかり抱え

て離そうともしない。

エゾシカによる段作物の被害は北海道では多いが、実は森林

も被害を受けいる。知床国有林にもエソシカが多く生息してお

り、林内にはシカ道・溜り鰯が多くあり《足跡・脱糞は随所に

見られる。紅葉時肥えた雄シカの遥しい姿がよく見られ、鳴き

声が森のしじまを裂いて飛び交っている。国有林におけるエゾ

シカの食害はニレの大木にもおよび、樹皮をぐるりと食われ厄
立枯れ木が目立つ。

多くのエゾシカの生息を可能ならしめる知床の豊かな自然も、

樹皮の提供を余儀なくされる季節があることになる。さらに猟

期のいま、隣接する蒟猟区域から禁猟区への避難流入が考えら

れ、ニレの食害に一層の拍車をかけているのかもしれない。

あわれニレの木である。とはいえ野生､､物と人間社会との関わし

床の自然は、エゾシカにとってあらゆる面この理錘と猛ってい号
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日の出の築落からは道は海沿いを走る。漁期を終え鮭定置網が引き上げられだ海は、浮き玉が

消えて、はるか地平線までなにもない。濃紺の海が題そうに揺れている。あちこちで行ってい疋

道盤工事も終了していたが、金山川近くで－か所だけ拡幅工寵を行っていた。越年もやるのかも

知れない。オンネベツ川に蝿集していたカラフトマスはとうに遡上をやめ、オオセグロカモメの

群れも渡りを終え庭ようだ。

オンネベツ１１１を過ぎる－と、オジロワシか１羽右手の斜面上部の裸の大木の枝に止まっている、

やっぱり来ていた。距離があつだのと逆光ご写真向きでない。オシンコシンの滝のトン卒ルを過

ぎると、まだオジロワシが１羽。則曾ろいに余念ｽﾞﾌﾞない。ちょっと離れてハシプトガラスが１羽

監視するようにオジロワシを見ている。

ウトロの町はまつだく様変っている。観光客で賑わった町もシャッターを下ろし庭土産店、道

行く人の疎らさと相まって勝かすぎる感じだ。町立の知床自然センターに向かう。知床の山なみ

木である。とはいえ野生動物と人間社会との関わり合いの中で、禁猟区域のこの知

エゾシカにとってあらゆる面この聖域となっていることはまちがいない。
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今年も野営鰯は利用客で賑わつだ。６月下旬の開所前から知床森林センターにも問い合わせが

多くあり、１０月上旬の閉所まで利用者は１０４３１人を数えた。野営闇の利用形憩は、テント
設営宿泊・同Ｂ帰り・ケピン利用であるが、圧倒的に多いのはテント設営宿泊ごある。利用者の
ピークは７月下旬からお盆までで、圏内はカラフルなテントであふれる。アウトドア志向き今後
とも野営堀の利用は続くものと思われる。

は掴褐色の広葉樹林の間に、黒く針葉樹林が混在し静か

にたたずんでいる。山はもう根雪である。除雪は自然セ

ンターまでで、ラウスに抜ける国道は閉鎖され、岩尾別

に向かう知床公園線は除雪されていす、４ＷＤ車の轍の

みが路面の雪を割っている。

ラウス岳は抜けるような宵空に純白の山容をくつざり

浮かび上らせ、暗れ姿ごろうＵろの感がある。シャッタ

ーを切る。突然ラウス側からうす雲が通い上り、頂上部

を紗のように覆う。シャッターを急ぐ｡

帰り道、ウトロの手前ホロペツ川の近く、左手の樹上

い・大鳥は枯れた大木にこそよく似合うし、枯れ木の存
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ゾー、
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澗未ＵｍＵｍ白 目導ご卍腿のほどお囲い申し編け誰石
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